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山
野
峡
大
田
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ぶ

ど
う
畑
の
収
穫
時
期
が
近
づ
く
と
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
気
に
な

り
だ
す
。
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ナ

グ
マ
、
カ
ラ
ス
等
が
虎
視
眈
々
と
ぶ

ど
う
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
攻
撃

は
最
大
の
防
御
？
と
考
え
て
社
員

と
一
緒
に
狩
猟
免
許
試
験
に
挑
戦

し
た
。
社
員
は
わ
な
猟
免
許
、
私
は

猟
銃
免
許
と
役
割
分
担
し
た
が
、
福

山
で
の
試
験
は
年
１
回
し
か
な
い
。

ま
ず
試
験
前
の
講
習
会
に
参
加

し
た
が
、
受
講
者
は
60
人
く
ら
い
で

高
齢
者
が
目
立
つ
。
苦
労
し
て
育
て

た
農
作
物
の
被
害
を
食
い
止
め
た

い
と
い
う
思
い
の
方
が
多
い
の
だ

ろ
う
。
若
い
人
や
女
性
の
姿
も
あ

り
、
猟
銃
の
講
習
参
加
者
は
15
人
で

ほ
ぼ
若
い
男
性
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
年
１
回
と
い
う
事
を
考
え
れ
ば

決
し
て
多
く
な
い
。
な
お
、
こ
の
講

習
会
に
参
加
す
れ
ば
試
験
合
格
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
一
週
間
後
の
広

島
県
主
催
の
試
験
で
は
適
性
試
験
、

知
識
試
験
、
技
能
試
験
と
あ
り
、
実

際
に
猟
銃
を
分
解
組
み
立
て
す

る
等
、
緊
張
感
の
あ
る
試
験
で

あ
っ
た
。
合
格
後
は
公
安
委
員

会
に
よ
る
初
心
者
講
習
と
試

験
、射
撃
練
習
、ハ
ン
タ
ー
保
険

加
入
等
、
実
際
に
猟
銃
を
所
持

す
る
に
は
か
な
り
の
根
気
と
時

間
と
費
用
が
か
か
る
。

猟
銃
免
許
に
は
第
一
種
猟
銃
（
散

弾
銃
）と
第
二
種
猟
銃（
空
気
銃
）が

あ
る
。
さ
ら
に
散
弾
銃
を
所
持
し
て

10
年
経
た
な
い
と
ラ
イ
フ
ル
銃
は

所
持
で
き
な
い
。
私
が
子
供
の
頃
に

発
生
し
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た
三

菱
銀
行
人
質
事
件
以
降
、
猟
銃
所
持

者
は
激
減
し
当
時
50
万
人
い
た
所

持
者
は
現
在
20
万
人
を
切
り
、
う
ち

６
割
が
60
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
の
傾

向
に
反
比
例
し
て
有
害
鳥
獣
被
害

が
増
加
し
て
い
る
と
言
え
る
。
市
議

会
で
も
毎
回
の
よ
う
に
誰
か
が
有

害
鳥
獣
対
策
に
対
す
る
質
問
を
す

る
が
、
誰
か
が
行
動
し
な
い
限
り
机

上
の
空
論
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で

あ
る
。
今
回
自
ら
受
験
す
る
こ
と
に

よ
り
様
々
な
課
題
が
見
え
て
き
た
。

こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
策

を
提
案
し
た
い
。

現
代
の
狩
猟
の
様
子
に
興
味
が

あ
れ
ば
youtube
で
い
く
ら
で

も
観
れ
る
。
野
山
を
駆
け
巡
り
野
生

動
物
と
真
剣
勝
負
を
行
い
、
そ
の
後

の
ジ
ビ
エ
料
理
を
楽
し
む
な
ど
、
あ

な
た
も
来
年
の
狩
猟
免
許
試
験
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

狩
猟
免
許
試
験

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載
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